
白玉注射・点滴（グルタチオン）説明書 ・同意書

グルタミン酸、システイン、グリシンというアミノ酸が連なった化合物であるグルタチオンを主成分とした点滴療法です。グルタチオンは動物

や植物、微生物の細胞中に存在し、代謝酵素の働きをサポートする抗酸化物質のひとつです。

人間の体内では、皮膚や肝臓、目の水晶体や角膜などに多く含まれていますが、20代をピークに加齢や紫外線の影響によって減少して
いくため、自分で補う必要があります。

グルタチオンの抗酸化作用や解毒作用は、ストレスや過度な運動、飲酒、喫煙、紫外線から生じる活性酸素から細胞を守り、病気や老化

を予防すると言われており、肝機能の改善、美白・美肌などのエイジングケア、慢性疲労に効果が期待されています。

〜このような方にオススメです〜

しみ、そばかす、肝斑

肌くすみのトーンアップ

肌荒れが気になる

疲れがたまっている

肝機能障害の改善

美肌・美白効果

方法

● 美肌（白玉）注射iv：グルタチオン　5分程度です。
● 美肌（白玉）点滴 ：グルタチオン+ビタミンC　20分程度です。

注意事項

● 施術当日も、シャワーや入浴、運動は可能です。

● 効果には個人差があります。

● 注射部位や周囲の痛み、発疹、皮下出血、腫脹、熱感、色

素沈着などが生じることがあります。

● この施術は１回で十分な効果が得られるものではなく、一

定回数を継続することで効果を発揮します。（効果を実感す

るまでは1～2週間に1回の間隔で6～10回程度が目安とな
り、その後は1ヶ月に1回程度が理想的です）

接種をお控えいただきたい方

● 妊娠、授乳中の方

● 腎機能低下、透析を受けている方

● グルタチオンにアレルギー反応の既往がある方

● 遺伝性果糖不耐症*¹の方
*¹肝臓における酵素アルドラーゼＢ欠損により、食事中の
果糖由来の果糖1リン酸が代謝されずに蓄積し、肝臓およ
び腎臓が主に障害される遺伝性の疾患。

● インスリン自己免疫症候群*²の方
*² 糖尿病治療薬の服用やインスリン治療とは関係がない
低血糖症（遺伝性）

治療中の疾患がある方は、問診時にお申し出ください。

施術日の診察によっては受けられない場合もございます。

予想される副作用（まれですが、本治療における副作用として、以下のことが挙げられます。）

1. 点滴・注射刺入部の痛み

2. 吐き気や頭痛

3. 低血糖症状(冷汗、疲労感、めまいなど)

4. 点滴後の一時的な痛み、皮下出血

副作用の少ないグルタチオンですが、まれに肝機能障害や低血糖発

作を引き起こす例が報告されています。当院では高用量のグルタチオ

ンを使用しますので、定期的な血液検査で副作用出現の有無を確認

します。

一般的な注射としての副作用としては、注射部位及び周囲の疼痛、発赤、皮下出血斑、腫脹、熱感、色素沈着、感染症、神経損傷、血管迷走神経反

応等は、体質などにより起こりえます。アレルギーやアナフィラキシーショックが生じた際は、緊急処置を行います。しかし、専門的な検査・治療を要す

る際の移送やそこでの検査・治療などに関わる一切の費用に関して当院は責任を負いません。

本治療は自由診療であり保険は適応されません。

上記に記載された内容を理解し、白玉注射・点滴（グルタチオン）療法を受けることに同意します

20　　　年　　月　　日

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20　　　年　　月　　日

私は上記の説明書に基づき、お客様に対する診療についてご説明いたしました。

説明医師署名　　　　　　　　　　　　　　


